
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会  議  記  録  

高松市附属機関等の設置、運営に関する要綱の規定により、次のとおり会

議記録を公表します。  

会  議  名  令和７年度第１回高松市中央卸売市場開設運営協議会  

開催日時  
令和７年１１月１１日（火 ) 

午前１０時３０分～午前１１時４５分  

開催場所  高松市中央卸売市場  管理棟  ５階  大ホール  

議     題  

(１ ) 高松市中央卸売市場業務条例の一部改正について   

(２ ) 令和８年臨時休開場日について  

(３ ) 令和６年度取扱高及び令和７年度事業の報告につ

いて  

(４ ) 市場の再整備について  

(５ ) その他  

公開の区分    ■  公開   □  一部公開   □  非公開  

上記理由  ―  

出席委員  会長、副会長、委員６名  (欠席１名 ) 

傍  聴  者  ２名   (定員  ６名 ) 

担当課及  

び連絡先  

市場管理課業務指導係  

８６２－３４１１  

  

会議の経過及び結果  

議題１  高松市中央卸売市場業務条例の一部改正について  

    事務局から議題１について説明した。  

 

議題２  令和８年臨時休開場日について  

    事務局から議題２について報告した。  

 

議題３  令和６年度取扱高及び令和７年度事業の報告について  

    事務局から議題３について報告した。  

 

議題４  市場の再整備について  

事務局から議題４について報告した。  

 

議題５  その他  

     

 

 

 



主な審議内容  

議題１  高松市中央卸売市場業務条例の一部改正について  

（副会長）  今回の条例改正は、国の食品等持続的供給法 (食料システム法 )及

び卸売市場法の一部改正が基となっています。以前は市場における

委託取引は、無条件委託であったが、この法改正により生産者に合

理的な費用を考慮した価格形成に向けた取引の適正化が講じられま

した。預かる側と出荷する側で、法改正に関する理解の相違がある

ように感じるが、出荷者はどう考えているか岡原委員にお聞きしま

す。  

（委員）   国のみどりの食料システム戦略におきまして、食料システムの持

続性確保をどのように構築していくかが課題となっており、価格形

成や取引条件の適正化がキーポイントとなるが、市場流通の上では

価格は需給事情で形成されており、それでは、農業経営が成り立た

なくなるため、実際にかかった費用を考慮した価格形成となるよう

調整していかなければなりません。そのために、作型誘導や、卸売

市場と協議しながら、うまくやっていきたいと考えております。  

（副会長）  市場は相場が価格を決めていて、原価の考え方がありません。日

本の農業を再生するため、国は原価という考え方を導入しようとし

ていますが、実際にすり合わせて運用していくところまでを考えて

いただきたいと思います。農林水産省、ＪＡ、出荷者と話し合いな

がら運営を行いたいと思っています。  

議題２  令和８年臨時休開場日について  

意見なし  

議題３  令和６年度取扱高及び令和７年度事業の報告について  

（副会長）  夏場の高温と農家の高齢化により、生産量・出荷量の減少があり

ます。これに伴い、市場での取扱量は低下しているものの物価高を

受け、取扱金額は上昇しています。マスコミはいつか元に戻らない

かという報道ばかりしていますが、生産者の声に耳を傾けながら、

バイヤーと価格を相談していきたいと思っています。  

（委員）   野菜・果物・花きともに２０年前の取扱高と現状を比較すると右



肩下がりとなっています。今年度も、不作のため供給不足となり、

高水準で取引されています。特に過去５か年は厳しい状態が続いて

おり、売り場を作っても売価水準が高くなっています。売価と卸売

価格が適正価格となるよう、今後も末端価格を調整して安定供給で

きるようにしていきたいと思います。  

（委員）   水産物は、取扱数量・金額ともに減少しています。原因の１つは、

香川県産の地場の水揚量が過去に比べて６割程に減少していること

です。漁師からは、高水温で魚が減少しており、漁に出ても獲れな

いという声が聴こえています。他市場に流出しているか調査もしま

したが、他に流れている事実はありませんでした。もう１つは、小

売業の形態が変化していることです。県内のスーパーが買収されて、

冷凍品は、エリアのスーパーが違うところから取り寄せています。

今は、エリア内の地場のスーパーは 1 社しか残っておらず、県外資

本になってしまっているのが現状です。また、あらゆる物価高によ

り、消費者もついていけていません。サンポートに整備されたアリ

ーナの効果もあって外食等の需要は増加しているが、スーパーで毎

日のおかずを買う量は減少傾向にあります。今後市場の移転も控え

ていますし、香川県も海の水産物を増やそうと５か年計画を立てて

いますが、売上確保のためになんらかの対策を急がないといけない

と思っています。  

（委員）   実際、生鮮水産物の単価は高くなっています。海水温上昇が原因

のため、ブルーカーボンや SDGs を考えていかなければなりません。

また、資料３の水産物部の冷凍や加工水産物の取扱量がここまで減

少しているのは意外ですが、水産物においても原価主義というのは、

なかなか難しいと感じます。鯛の稚魚は人工になりますが、ハマチ

の稚魚は天然のもじゃこになり、それが獲れませんので生産量が減

少しています。カンパチやハマチは越冬できないという事情もあり

ます。稚魚の成長が悪い場合も高値で取引されます。まずブルーカ

ーボンを意識して、豊かな海を整備していく必要があります。  

（委員）   市場特別開放の方は、ほぼ毎月行われており、地域に定着してき



たように感じていますが、たかまつ市場フェスタの来場者数が減少

したのはなぜでしょうか。また、３年に１度の瀬戸芸もかなりの来

場者数でありますが、市場まで足を延ばしているようには思えませ

ん。朝早くから観光客が高松駅周辺に溜まっていますので、少し足

を運んでもらって朝ごはんを食べにくることができるような市場を

目指してもらいたいと思います。  

（事務局）  たかまつ市場フェスタの来場者数は、天候不良と時間短縮のため

10,000 人減となりました。青果棟移転して初めてのフェスタであ

りましたので、何度も関係者と協議を重ねてきましたが、来場者数

は減少してしまいました。朝の市場利用については、水産棟の整備

の中で皆さんに意見を聴きながら進めていきたいと思っております。  

議題４  市場の整備について  

（委員）   令和 8 年以降に事業開始と記載されていますが、遅れるのではな

いかと言われております。原因は、現在建設現場では 1 年かかって

いた建設工事が 1 年半から 2 年に延びていることと、資材高騰や人

材不足が影響しています。ただ、遅延すると今後も建設費が高騰し

ていく可能性があり、自分達も移転できるのかという不安がありま

す。市とは 2 週間に 1 度は話し合いを行い、以前より信頼関係を持

って意見交換できています。また、商工会議所でも、水産物部の移

転により、どのようにこのエリアを開発していくべきかという意見

をいただきました。市場移転のことを進めることと同時並行で、こ

のエリアをどうしていくのかを、行政と開設運営協議会の意見をい

ただきながら考える必要があると思っています。  

（委員）   資料４の JTB が行っている取組内容について教えてください。ま

ず、６つある取組は満席だったのでしょうか。無償か有償でしょう

か。次に、海上ルートのポテンシャル調査とありますが、どのよう

な進捗でしょうか。最後に、これまでの実証実験を JTB や事務局は

どのような評価をしていますか。  

（事務局）  まず、海上ルートの調査の進捗状況ですが、男木島・女木島や高

松港までのルートにおいて、うみまちクルーズや寿司クルーズを実



施しました。実証事業にあわせて、アンケートを実施しておりまし

て、大変満足していただいております。取組のほとんどが満席で、

料金についても安い設定であると評価いただいております。今後も

続けてほしいという意見もありましたので、ポテンシャルはあった

のではと考えています。  

（委員）   地元の意見としては、コミュニティーセンターや瀬戸内漁協セン

ターをこのエリア開発とあわせて、一緒に建て替えしてほしいと考

えています。この地域は、高松駅から２㎞という立地、またヨット

ハーバーや市場があり、非常に恵まれていますが、瀬戸芸などの観

光客が市場エリアに来ることはほとんどない状態です。二番丁の辺

りは空襲で焼け残った地域で、城下町の名残があり、看板やマップ

を作成して、駅から西側のエリアを面として、魅力の発信をしてい

ただきたいと思っています。地元も、再整備をきっかけに一緒にこ

の地域のにぎわいづくりができればと考えています。  

議題５  その他  

（委員）   サンポートエリアでイベントがあっても、この市場エリアに人が

流れていないのは残念です。観光客向けに実証実験が行われている

と説明がありましたが、お金を持っている旅行客を対象にしている

ように感じますので、気軽に人が集まれるような計画をしたらよい

のではと思います。また、取扱高の推移の説明がありましたが、フ

ェスタや特別開放で海の状態や農作物の状況を掲示して、物価高の

理由が目で見てわかるようにすれば、「だから高いんだ。香川県産

がないんだ。」と消費者に納得してもらえると思います。  

閉会  午前１１時４５分  

 


